














はじめに: 菌穣研究会 F結び自とソフトマ歩一物理j について






































_!._ lim Pn =κ 
nn→∞ 
となる正数κが存在することが証明されている。そして、自明な結び巨のトポロジーをもっSAP















































最近確立されたことが、高野敦志(名大〉によって報告された。(講演題弓:Chain dimension of 













































(4)第4日巨の講演 (Aug.29) : 
4日目は再び物理における結び目(素粒子論、ピアノ線の結び目)から始まり、環状高分子鎖
の統計物理学の報告が 2件あり、午後は結び目に関連する数学の報告が 2r牛あり、大学院生によ
る短い講演2件の後、最後に、環状高分子鎮の統計物理学の報告が 1件行われた。
最初に Kephart~こより、絡み合い数を用いてAB効果を一般化が議論された。さらに、量子
色力学で記述されるグルーオンの励起状態の質量分布が、色力総で、つくられた理想結び自の長さ
の分布と非常によく対応することが報告されたG これは電薩流体力学にお汁る磁力隷の結び冒と
一§一
訴究会報告
同様な見方であるが、素粒子の実験データと良く適合している。現象論的に存効な見方になる可
能性もあり、興味深い。次にPierre-Louis によって、ピアノ繰でつくられた結び目が議論された。
エントロビーが重要な高分子とは対極的;こ、ピアノ線の弾性エネルギーのみが問題となる。ピア
ノ線の結びEのブリッジ数(bridgenumber)が最低エネルギー状譲を韓徴づける際に重要なこと
が示された。津留崎辻、二つの環状ランダム鎖が絡み自を生成する確率を患いて、ゴム弾性の非
線形性を説明する理論的研究を報告した。
午後は、今井によって、結び目を近f訴する多角形の数学的理論、そして谷山によって、結び目
を解消するトンネノレ数に関する数学的理論が報告された。石原(数学科大学院生)により、格子
上の告己排除体積をもっ環状鎮で、5交点の結び自を作るのに必要かっート分な最小ステップ数に関
する数学的結果が報告された。 DNAを実験的に研究した荒木(大学説生〉により、クロマチン
の構造に関する報告が行われた。そして、本冨擦会議の最後に出弓により、シータ温度の環状高
分子溶液に見られる新奇なスケーリング的振る舞いが報告され、今後解決すべき、興味深い問題
であることが指擁された。
以上のように、講請発表の内容は数学、物理学、生物学、生化学など多分野にわた号、異分野
間の研究交流が活発に行われた。 f持えば、高分子はソフトマタ一物理学において重要な研究領
域であり、高分子結晶成長の輯紳は工学上も非常に重要な課題である。最近、高分子の結晶成長
過程にトポロジーの概怠にもとづく絡み合いの記述が用いられ始めている。そして本研究会に参
加した結晶成長の専門家にとって、本格的な数学の結び自の理論やその応用に関する譲演は非常
に科激的で、あったとの感想、を開くことができた。実際、タングルなど、結び呂理論の中に登場す
る考え方が高分子結晶成長でも現われている。一方、数学の結び目理論の研究者にとっては、結
び、百理論の中にいるだけでは知りえない、非常に幅広い志用新究に接することにより、数学理論
の自然科学や工学における重要性を確認し、今室長の発展の可能性を確認することができたことで
あろう。
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